
 

  

■ はじめに 
化学物質の内分泌系への作用が懸念されています。内

分泌かく乱作用の多くは、生体内の受容体に、本来のリガ
ンド以外の化学物質が作用することによって引き起こされ
ると考えられています。どのように化学物質がその受容体
と結合するのかについて、私たちは酵母を用いた迅速in 
vitro系による化学物質の一次スクリーニングを実施し、こ
れまでに約600物質について評価してきました。この試験
により受容体結合活性が陽性を示すと明らかになった物
質の環境中での存在量を把握することを目的とし、その迅
速同定・定量システムの構築を目指しています。あらかじ
め陽性を示した物質の多段階精密質量数を測定し、デー
タベース化しておきます。続いて環境試料を測定し、得ら
れたピークとデータベースとをマッチングさせることで迅速
同定するシステムを構築しています。このシステムの作成
と並行して、受容体結合活性物質を選択的に濃縮する前
処理基材の開発も実施しています。将来的には、データ
ベースと前処理基材を組み合わせることで、環境試料中で
のリスクの高い物質の順位付けを迅速に行うことを目標とし
ます。 
 
■ 活動内容 
１．受容体結合活性試験で陽性を示した物質とは 
 約600物質のうち、約200種の化学物質がヒトエストロゲン
受容体結合で陽性を示しました。その200種ほどの化学物
質の中には人間の尿中に含まれるエストラジオールやか
つて流産防止剤などに用いられた合成女性ホルモンの薬
剤であるジエチルスチルベストールなどのほか、工業的
に作られた4-クロロ-17β-エストラジオールや4-クロロエ
ストロンなどが含まれています。 
２．多成分一斉分析とは 

河川水などの環境試料中には数多くの化学物質が
様々な濃度で存在しています。受容体結合活性が知られ
ている代表的な化学物質の測定は広く行われていますが、
陽性物質を網羅的に測定する分析系は未だありません。
そこで陽性物質の液体クロマトグラフ/質量分析計 
(LC/MS) での検出条件をデータベース化し、環境試料の
一斉分析系を作成しています。環境中濃度と活性ポテン
シャルの積から、そのリスクが見積れます。今回のデータ
ベース作成では四重極－飛行時間型質量分析計を用い
ているため、物質の部分構造を含めた精密質量数情報が
得られ、同定・定量精度の向上が期待されます。 

３．目指す将来像 
受容体結合活性物質の多成分一斉分析用データベー

スを開発することで、環境試料の迅速かつ簡便な評価が
可能になり、環境中濃度側からリスクの高い物質の順
位付けが可能になると見込まれます。 
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